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最後に

詩をつくってもうずいぶんになります。

書き溜めて、HPで公開してと活動してきました。
ただ漫然と発表するのではなく、一度整理してみようと思い本にしてみました。

手に取ってお目にかかることができれば、とてもうれしいことです。

まだまだたくさん作った詩の中の一握りを今回はまとめてみました。

どれかひとつでも、誰かの心に残ることができれば幸せに思います。

 
読んでくださってありがとうございました。
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